
日 立 評 論

7

計測機器

王里イヒ学機器
仙eqsur川g Ond S⊂ien†i月clns†rumen†s

総 説 産業界の急速な技術革新の一翼をになって計測器も機能,｢枯質など時代の要求に応じた

製品が開発された｡

計器およびリレー部門:日動制御回路用とLて半導体を用いたSA90形無援ノ烹リレー

をはじめ,A90形ミゼットリレー,A70形パワーリレーなどを新たに加え,日立オートメ

ーションリレーのシリーズ化を完成した二⊃ QPD形卓.L記録計では高感度応入力インピー

ダンス化に成功,一方,生産技術面にごわいて積節電力計の部品加工の日動化フ昌ごほじめ合理

化が促進され品質,生産効率向上などの成果をあげたこ.

石油化学,鉄鋼,繊維など生産工程の集中管理方式の発達に伴い工業計器の進歩も著L_

い｡AGH-2形プロセスガスタロマトグラフもその一つである 木器は生産ライン巾のガス

あるいほ液の組成を連続的に測定する自動分析計で,多成分を個別に定量分析する在来の

製品に比べ,取り扱い保守が簡易化し,倍額度も著しく向上し計算械制御の検出端としても

使用されている｡また｢日立ユニトロール+の名前で親しまれている電子式計器(伝送器,

調節計,積算計,演算器など)および中形の記録計VKX35形など使いやすさ,機能向上の

面で改良が加えられ,一連の空気圧式計器の充実とあいまって需要の拡大が図られた｡

理化学機器:有機化学の著い､進歩に伴い化合物の構造解析に高性能の質量分析計が要

望されてきたが,日立製作所でほこれにこたえ,分解能力10万(質量数の1/100,000の差

まで識別可能)の世界最高の分解能力をもつRMH-2形高性能質量分析計を開発した｡そ

のほか使いやすさをねらった普及形RMS-4形質量分析計,LPガス分析用の043形ポータ

ブルガスクロマトグラフを完成,市場の拡大に成功Lた｡

電子顕微鏡は最高印加電圧650kVの超高圧電子原敬鎧を西ドイツマックスフランク研

究所に納入したのをはじめ,100kVクラスでは最高の分解能をもつHU-11E形,取り扱

いの簡易化された普及形50kVのHS-8形などの電子顕教組を完成したり

光学装置関係では分光光度計などの心臓部である回折格子の国産化に成功した｡､性能,

価格面においても輸入品にまさるもので,国内のメーカーほじめユーザーか仁)の引き合い

も活発であるし｡

医療機器:ラジオアイソトープほ以前から治療面で剛､られていたれ 最近では診断而

の利用が著Lく発達し核医学として臨尿部門で大きな位置を占めてきている｡新製品とし

てこのほど千葉大学に納入されたRSW-ⅠIA-520形ホールボディスキャンナもその--一つ

で,今後この種の棟器の需要が急速に伸びると考えられる(｢一般のⅩ線装置部門ではⅩ練

テレビを中心として透視投影台の操作の自動化機能向上 診断の効率化など各種の改良

が進められた｡
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記録計高入力インピーダンス化

今回QPD形(165形)記録計のシリーズとして高人力イン′ピータ

ソス化した単一レンジ,多レンジ製■訂■を開発Lたが,本.子己録計は不

平衡人力インピーーダソス200kエ‾ユ以__1二の高人力インピーダンスを有

し,単一ルソン■■i盲-■で許容信号源インピ”ダンス30kn,多レンジ品

で全レソジ10k∫1を保証している｡また山三桁入力電H三1mVでかつ

基準電淑としてツェナー電拡ミを使用している｡,本㍑謹の特長とすると

ころは高感度,高入力インピーーダンスにもかかわらず,ACコモン

モード耕三者除去能力140dB,DCコモンモード推古除ム能力160dB

を有しているノ1ミである｡

高人力インピーダンス化するにあたって,まず節一に問題になる

のほ増幅器内の雑芹であるっ 低入力インピーダンスの場合にほ入力

トランスにより増幅岩琵内の信正性推古ほ大幅に改善さJLるれ 高入

力イソピーダンス化に伴い入力トランスによる乍一左旺件純音の改善度

合ほ悪くなってくる〔)Lたがって,低入力イソピーダンスの場合に

おける入力トランスによる電圧性祁音の改善度合からの低‾Fを神位

するよう人力回路部のシールディソグの岬大心よぴチコッパ[l身か

ら発生する雑音の低減が要求され,これら雑音を極力落とす必安が

生じてくる.｡そのほか推古淑としてほ基準′iE耽溺より流入する才芸本

波成分雑音がある‥.このノー仁本波成分維音を低下させるにはツェナー

電朔部の操作電i原との結合を′j＼にしなければならない｡

高入力インピーダンス化することにより新Lくくま_L与てくる問題は入

力回路部における各部品の絶縁抵抵である｡､もし･これら部品にじゅ

うぷんな考慮が払われていないならば,lミニ㍍入ノJインピーダンス化iこ

伴って入力回路部のコンデンサを含む放電阿指の放′上古特定数が増大

し,蚊用部占占の絶縁抵抗の平衡がとれていない場合,その絶縁抵抗

の低い部分を通L.て放電L,あたかもドリフト的様佃を呈する(〕し

たがって入力回路部の各班川部品の絶縁抵抗の‾乍衡は市要な汀≡j題と

なる､

上1J二,高人力†ンピーダンス化-するにあた一､,ての問題∴Ⅰ､くを.さ己述し

たカミ,本器の特長とするACおよびDCコモンモード純音除去能力

を坪けた糾こガード方式を矧≡臼Lているり したがって記銘計l勺部の

ノ.岬≡ポテンシャルをガード端子におき,測止形式により測定端子と

ガ山ド端汀の切り換えを行ないコモンモード雑音除去能力の増大を

卜朝一-ノている.

【文II QI)D4ユ(.165)形.i己録iit

ÅGH-2形プロセスガスクロマトグラフ

プロセスガスクロマトブラフは装f賢二l二業のプロセス成分の自動濃

度渕連装匠であって,多成分･多プロセスの同時分析の吋能性およ

びすぐれた選択性と娼応性を陥えた__1二業分析装置であるこ)

ここに開充した巷笠置は従来のAGT形を改良してデスクタイプ･

三枚能分離桝造としたもので,取扱快`､ごj:の簡易化と応用性の多様化

を主眼とし,性能的にも甜立のレベルアップを行なっている｡

その特長とするところは,

(1) デスクタイプとLて`女`心感をJ‾P了し,操作監視溺の位置に考

慮を払ったL)

(2)分析凱7宣包も回路乱流品調整部と機能的に三分割し,位能

ごとに操作保`､一+‥を可能として,作業の簡易化と一迅速化を岡った｡

(3)恒温槽ほ従来の50～100℃に対L･,35～200℃を■け能とし,

SCR移柑制御-･1ヒータシステムによってWarmuptimeの短縮

(従来の1/2～1/3)と安ン土佐の高塩化(±0.05deg)を行なった｡

(4)_タングステン線検出器を導入し,H2,A,N2キャリヤガス

の使用を･イ能にし,逓伝維持費を下けた,

(5)各種付属ユニットの装着,結合を容易にしたので,5分以

下の高速分析システム,PPM7Ⅰ--ダの微量分析および液体試料

の分析への遡上事‾‾jが=丁能とな一)たノ

(6)クロマトグラムピーク値の応速スキャニングシステムによ

り,プロセスコンピュータとの結合がきわめて容易となった｡

本装置ほすでにF一丁産化学_上業株式会社などに納入し順調な稼働を

続けている(-,昭和電工株式会社,三菱化成工業株式会社などからも

総計307与以上の受注をLているr〕

岡2 AGH-2形‾′ドセ1ブJ■スクロマトグラフ
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有機化合物構造解析用R仙H-2形質量分析計

質量分析法が有機化合物の構造解析の分野に応用されるに及ん

で,ますます分解能の高い装置が要望されるようになった｡日立製

作所では現在,RMU-7二重収赦(れん)形質畳分析計(公称分解能

20,000)を高分解能の装置として販売しているカ＼上述のごとき情勢

;･こ対処すべく,常用分解能50,000の二重収飲形質量分析計(Nier-

JollnSOn形)を試作し,引き続き製品化を行なったっ この装置の磁

場半径は40cm,その偏向角70蜜(RMU-7でほ20cm,90′軌,

電場半径50cm,70度(25cm,45度)で操作性,準安定イオンの

測定なども考慮してイオン光学系の設計がなされている｡.従来製品

より1けた以上明るいイオン原および利得(106以上)二次電子増倍

管も同時に開発した｡電源部は高電高圧部の一部を除いてはすべて

半導体化さjLており,信短性の向上,保守の容易化とともに電力の

節減がなされている.｡

得られた限界分解能は130,000.また信号ヌ寸雑音比1iこ相当する

イオン電流を得るに必要なコレステロール(分子イオン)の流量(感

度.)は5×10-13gr/sでこれらは世界最高の性能であるこ精密至言量測

定ほ電子計算較と組み合わせることにより容易かつ迅速に行なうこ

とカ;でき,その精度ほ(M′/e=1,000)±1ppmを目標としている(一

部開発実験巾)｡

なお,本装置の試作はアメリカPurdue大学(現在Cornell大学

に移籍)Dr.Mcllafferty教授と共同研究で行なったもので,本年末

までに･はPurdue,Cornell両大学こ納入される予定である:凹内で

は名城大学に近く納入される｡本装置の受注の見通しも明る`∴ 近

く1台/′2個月の生産態勢が整えられることになろう｡

図3は装置の外観,図4は1′唱9,100の相対質量叢をもつキセノ

ン,トリタロルエチレン混合試料て得られたスペクトノしを示す.｡

図3 RMH-2形質量分析計
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図4 キセノン,トリクロルエチレン混合試料スペクトル
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ガスタロマト法によるCHN同時分析計

青梅化合物中の炭素,水素および窒素に関する元素分析ほ,有政

化合物の構造決定あるいこま化学二†二場における品質管理など各分野で

需要度の高い分析法である｡しかし子在来広く用いられてきた炭水素

分析iこ対するPregl法,窒素分析に対するDumas法でほ,燃料操

作あるいは吸収管の秤量などに高度の技術と熟練を要し,また1個

の試料て･3元素を同時に分析することは不可能てある｡これらの点

を改善し,分析操作を間易迅速化するため,ガスクロマト法を応用

したCHN元素分析彗§置を開発した｡.ガスクロマト法を適用する場

合の問級長ほ試料の燃焼法と生成ガスの分離法てあるっ燃焼生成ガ

スを効果的に分離するためには,試料を完全燃焼させると同時に生

成ガスを栓型(せんクエ･こた)に分離カラムに導入する必要があり,図5

に示すような燃焼系を用いた.｡Heキ7リヤカースの流路系内にそう

入棒の内管を通して純酸素を通気する独立した白金梨の試料窒を設

二十た= 試料がそう入棒の操作により燃焼炉にそう入されると同時に

純酸素カニ一定時間,日動的に通気きれる.｡試料は純酸素ふんい気中

て燃焼すると同時に酸化銅層に送られ,さらに還元銅層を経てN2,

CO三およぴHヒ0の混合ガスとなリガスブロマト系にはいる｡生成

ガスの分離用カラムとしては,長時間安定した分離性能をもつポー

ラス･ポリマーカラムを用いた二 分離された各成分ピークの面積は

自動的に積分さオt,その値ほ印字記録される

図るにはP-Bromacetanilide,Acetone-2,4-dinitrophenylhydra･

ZOne,CholesterolおよCごS-Diphenylthioureaの分析結果を示し

た二 CHN各或分は絶対誤差±0.3プ占′以内で約6分で測定可能であ

る二 試料の秤量操作をのぞいて,全操作力､こプログラマーにより自動

的に行なわれるので,特殊な技術守勢辣を必要とLないっ
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加速電圧る50kVの超高圧電子顕微鏡

西ドイツのマックスプラソク研究所およぴアメリカ･カリフォ′し

ニア大学納の王iU-650形超高圧電子顕微鏡を製作した二:加速管とコ

ッククロフトウォルトソ形高監発生巷∈置を高圧タンク内に収納し,

フレオンガスを封入して絶縁を保たせる構造を採用し,欧米で製作

さメ1ている開放形のものに比べきわめてコンパクトな装右岸とした｡

また高圧回路部分を加速管に対し対称に配置し,またそれらを静電

的にシールドすることによってこの加速電源の安走呟を6×10▲G/分

程度とすることができた｡統像レンズ系で最も重要な対物レンズの

収差を極′J､とするため,その励磁を克之適値の17,200ATとした｡この

破励磁条件で対物レンズを動作する場介,通常のコイルで+-Lそ叫最

度上昇の制御,ピント合わせ時の′這琉変化のレス+ミソスに難ノ亡土を生

ずる｡コイルを分割巻きとし,そjtぞj‾しを独立した電源で酌磁する

という独特の方式でこれを解決した｡.鑓体は通常の100iくⅤ頻徴鑓

よりもかなり大形化したので可動絞りの詞紫などすべての調整ツマ

ミをリモートコントロール可能とし,その操作性を標準電子顕微鏡

と同程度に容易なものとした｡また金属試料観察帖,ひん繁ミ･こ行な

う明視野像,暗視野像の比

較,電子麒緻鏡像と電子回

折像の比較を容易にするた

めその切換スイッチを設け
JI

/し○

吉率は3段拡大系で

16万倍,制限視野電子回折

のカメラ長は回折レンズに

より4Inまで可変できる｡

高圧印加を容易とLコンタ

ミネーションを最小とする

ための6インチと2パイン

チの柑l拡散ポンプを正i列に

接続し,水冷バップル,液

体窒素トラ･リブを併用して

ポンプからの油三石気の逆流

防止を図った｡加速管,娃

体はそれぞれ独立した排気

系をもち,連続運享転時の各

種安全装置が組み込まれて

いる｡貢さIj着真空蜜ほ加速管

部が1×10【6Torr.鏡体で

5×10】6Torr.以上である｡

琴
･満

図7 650kV超高圧電丁原敬拭

図8 酸化モリブデンの格子結晶格子

計測横器･理化学機器

分解能テストの結果酸化モリブデンの交さした結晶格子像を撮影

することができた｡これは安定度の高い高圧電源,収差の少ない結

像レンズ系,安定かつ精度の良い試料微動依構をもっていることの

実証である｡

771形電子スピン共鳴の製品化

電子スピン共鳴装置は,物理,化学,生物,医学の令基礎,応用

分野で,高感度の遊離基検出器として賞用されている｡最近,特に

生物,医学の分野で,分光光度計と同じように手軽に披mできるよ

うな卓上形装置を開発,製品化したこ

この装置は全電気Id路をトランジスター化し,高性能の小形電磁

石を備え,磁場強度,同掃引幅,マイクロ披電九100kHz磁場変

調,信号梓川掛童などすべての跳定条件カニディジタルに読見取れるよ

うになっている｡.また,ホール素子を磁場強度と佗三場抑引幅の両方

のコントロールに用いる方式ほ,わが国で最初のもので,この開発に

努力が集･いされた｡卓上形ではあるr);,検出感度ヤ分解能は大形装

置と同じであるほか.簡易形液体ヘリウムクライオスクツトや,レ

ンズ系付き光透過形李胴(:分光光度計と組み合わせて紫外可視域の

スペクトルと,ESRスペグト′′ンとを同時に測定するたふうのもの)な

どユニークな付属装置が糀発されている｡

佃即答ほ従来の大形装置の約1./2で,パーキン･エ′して一社を通じ

てアメリカへの輸出も決まっている｡おもな仕様は次のとおりで

あるく｡

(1)信号周波数

(2)磁 場 強.吐

(3)焼 付 感 度

(4)分 解 能

(5)荘貢 甥 変 調

9,400MHz

歳大6,000ガウス

5×1011〕スピン

1×10‾さ

100lくHz37GaussInaX

図9 771形電子スピン共昭装置

FIS-3形日立遠赤外分光光度計

複光束遠赤外分光光度計の性能の向上,操作の簡便さ,価格の低

減などを図り,遠赤外分光光度計の広い普及を目標としてFIS-3形

遠赤外分光光度計が開発されたこ 図10は装置の外観を,図11ほ光

学系統図を示したものである｡装置ほ大気中の水蒸気を除去するた

めに排気方式が用いられ,測定中ほ約10‾1mmHgの真空度に保持

される｡また,測定の便宜をl実1るため試料窒のみを乾燥空気でパー

ジできる構造になっているL〕装置は通常の投光東光学的零位法,複

光束複断綻光学的零位法および単光束の三とおりの謝光方式の-{つ

を任意に選定することができ,種々の応用測定の便が図られている｡

有効な透過フィルタの開発iこより,湿度に弱くまた光学系を複維に

する反射形のレストストラーレンフィルタを廃棄することに成功
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し,装置に多くの枚能上の改善をもたらせた｡波数範囲は複光克と

してほ最長の波長まで拡大することができ,400cm■1(25〃)～30

cm‾1(333/`)の全波数領域で高性能記録が得られる｡さらに洗練

された制御系が加わって,全自動操作により全波数領域を30分で

操作することが可能となり,従来の普通赤外領J或分光光度計と同様

の簡便さをもたらせたので,化学分野ならびにその関連分野での遠

赤外研究が広く普及されることが期待される｡本装置の性能は,赤

外分光器の世界の権威をもって一丁ずるパーキン･エルマー祉がその

自製の遠赤外分光光度計の製作を中止L,FIS-3形遠赤外分光光度

計をアメリカならびにヨーロッパにて販売することに決定Lたこと

によって実証された｡本装置の主要仕様ほ次のとおりである｡

波教範用 400～30cm

分 解 能

波数精度

波数再現性

等波数記録

0.5/～1cm+1

±0.5cm【1

±0.3cm▼1

透過率内規性

測光方式(i)復光如

(ii)復光火

(iii)申児火

±1%＋ノイズ

光学的零位法

複断続光学的

零位法

図10 FIS-3形i二l立遠功‾､外分光光度言†
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日立d5P形分離用超遠心機

65P形分離用超遠心機は,鼓大遠心加速度420,000×g最高回転

数65,000rpmの性能を有する｡分離用超遠心楼は,医学,生物学,

農学などの研究分野で,微小粒子の分離,精製に使用されているが,

最近ほ特にたんばく貿,酵素,核酸の研究に,より耕力な遠心力の

場が要求されてきた｡

65P形分離ノ召超遠心機ほ,この要求に答えるために開発したもの

で,数多くの特艮を備えた新形分離用超遠心悦である｡

これまでに開発された各種ロータに加えて,チタン製の高遠心力
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用ロータを新たに追加L,ニミ三ま富なロータの中から研究の目的に合っ

たロータを使用できる｡

仕様ほ次のとおりである｡

(1)最高回転数

(2)最大遠心加速度

(3)回 転 精 度

4

5

6

加 速 時 間

減 速 時 間

ロータの温度

測二ぉおよび制御

(7)寸

(8)電

また特長として

法

源

65,000rpm

420,000×g

室温15～25℃iこおいて,±500rpm

以内,ただし室温10～30℃では,

±700rpm以内｡ゝ

0～65,000rpm lO分

65,000～Orpm 13分

回転[トこおいて,-10℃から室温まで

の温度を±2℃の精度で,測定および

制御ができる｡

幅1,080×奥行760×高さ880コント

ロールケース高さ290(mm)

AClOOV 35A 50/60Hz

(1)日動開閉式ドアを採用し･,ドアボタンを押すことにより,

[1動的にドアの開閉ができる｡

(2) ロータの着脱が容易であるうえi･こ,ロータが回転軸上にな

いとき,誤ってスタートボタンを押しても駆動部は回転せ

ず,駆動部を損傷することはない.こ

(3)高真空装置を内蔵し,良好な真空が得られるので,回転中

のロータの温度上昇はない｡】

(4)駆動部ほ高速回転用として,特別に設計さjlているので,

長時間安定Lた運転ができる｡

(5)コントローノレミネルは,本体より取りほずLかできるので,

集中管月旦か可能です｡

(6)完全な防転機偶により,ロータの払動ほほとんどなく,分

離された試料を乱してまうことばない｡

(7)数多くの安全装置か付いているので,安心して使用できる｡

≡;藁葺登竜蒜‾■‾簸‾函‾‾‾‾

均■･‾蔓■若ヨ

記一重導〉､.”き
暮-･掴▲誠

ノ竺_王室詔芯
済=ご≡こ⊂=1･‾=

L※112 日立65P形分離用桜通心機

ホールボディスキャンナRSW-ttA-520

核医学はラジオアイソトープを医学に応用した最新の分野で,臨

床部門に兆校医芋矧】引こおいて,生体活動に密接した情報を与える



診断および研究の有力な手段とLて急速に成長Lてきた｡

今般,この核医学における最新鋭のRI診断用装置とLて,従来

のシンナスキー㌣ンサのイメージから脱皮した両脚的な性能と,_トド

に対向する2仰のディテクタを持ち,2系統の計凱 記録装置を有

し,人体の全身を高速でスキヤソニングするホールボディシンナス

キヤソナをン三成し,千葉大学医′羊部付属病院へ納入Lた｡同装r熟ま

患者の横臥する臥台部とディテクタを走蔀させるスキャンニソグ依

構が-･休的に構成され,患者を動かすことなLに,最大50cm幅の

スキャソニノダを180cmの士毒さにわたって行なうことができる｡

上‾Fに対l乙Jするディテクタにほ12.7cm径×5cm厚のNaIシンナ

レークを汀jい,31孔7.6cm焦ノユから265孔12.7cnりこモミ点まで5種

のハネコーソ･コリメータを仙テえている､｡走杏速度は巌高毎分500

cmまで10段階に変えられ∴走査｢了棚引ま0.2-､4cmまで8段階に変

えられる.+計軌 記録にほ別の記録子け眉かれ,上‾‾卜2系統のスべ

クトロメータおよび桝算制御ユニット7さこ孤み込まれている･二)ディテ

クタの走査によって検出された体内のRI分布の状態は,サーボシ

ステムによって完全に｢司期的にスキャソニソグされ,2系統の打点

記録装置と写真記録装置でfl-柑]される｡記録は二_丈際の大きさの1/1

～1/5まで締小することができ,また__l二下の信号を加算また減節し

て記録することができるっ統計別御ユニットにはポジトロソスキャ

ンを行なうための同時計数｢耶各も組ふ込まれている｡.打.どよ記鈷ほ4

針のてルナドットシステムで,1～1/512の計数逓減回路,パックブ

ランド椚去回路などを有L,写真記録でほ～ 濃度およぴコントラス

トの強調回路を肺えている｡

上瑚13 ホールボディスキャンナRSW-ⅠIA-520

X線テレビ専用透視撮影台TRD-VAの完成

本装置はⅩ線テレビ装置と組み合わせて遠隔振作で診断を子‾_fなう

ことを工i=川勺とLたⅩ線テレビ専用の高級透視撤去旨千丁である｡)特に

早期発見を必安とするガン対策が叫ばれている現在,この稚の装置

は消化管の診断にかかせないものであるっ本装置ほ明るい部屋で,

計測機器･理化学機器

医柄がⅩ線被曝なL･こ､かつ終検者の被曝を少なくL,能率よく精

繚な検査が行なえる｡

またアンダーチューブ方式の採用に伴い,テーブル而を低くして

あるので近接して操作を行なう場合でも従来の透視投影台と同様な

感覚で旺和できる.=J

本装匠のおもな特長は次のとおりである｡

(1)速`与生ヒ臣を被写体に常に密着させるアンダーチューブ方式

であり.X線管焦たとテープ′し而までの岸巨離が55cmであるの

で,付こ拡大率の′+＼さい鮮鋲蛙のよい`ゾ貢が得られる｡

(2)ニ心持判,四切判,六切判のいずれのカセッテでも任意のロ

ッカーに, 枚数ずつfナ計川枚の装てんができ,任意の順

仔に選択して速ち二槻敵う二遠隔で行なえる｡

(3) 2分割侃影,4分別坊主影ができるこつ

(4)√〔左劫絞りと,フィノLム血の前面にある遮へい板カ＼槻影時

に退択したフィノレムの大きさに自動的に絞られ被写体からの余分

な散乱線を防ぐので,かぶりのないニケ貢が得られる｡

(5)フイ′レムニナンバーを1､50まで記鈷することができる｡

(6)遠隔操作による圧氾が可能で,設定Lた托力の範円内で自

由に悼J‡二させることができる｡

(7)水平位のテープノし高さほ84.5cm rさ,テープノしほ上方に

120clll,■F方へ30cmスライドするので,連続粘影装置と組み合

わせて行なう心臓血管造影などの用途にも便利である｡

(8)テープノLは2段スピードで起例勅が行なえ,倒立位(‾逆傾斜

90蝮ぐらい)まて移動できる｡

図14 Ⅹ線テレビ専用透視撮影台TRD一VA

81




